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オジブリ）に描いていただいた市
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７
月　

日（
金
）

３１

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

国民健康保険税 ……………第１期分
後期高齢者医療保険料 ……第１期分
固定資産税・都市計画税 … 第２期分  ホ ー ム ペ ー ジ https://www.city.koganei.lg.jp/

 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

 　

学
校
休
校
の
影
響
に
よ
り
、
自

転
車
駐
車
場
を
利
用
で
き
な
か
っ

た
学
生
等
に
対
し
、
４
月
お
よ
び

５
月
、
ま
た
は
そ
の
い
ず
れ
か
の

月
に
お
け
る
定
期
利
用
料
を
補
助

し
ま
す
。

 

申
請
資
格
や
申
請
書
配
布
場
所

等
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

７
月
１
日
～　

日
（
消
印
有

３１

効
）
に
、
郵
送
で
交
通
対
策
課
交

通
対
策
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住

１８４

所
不
要
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

へ
 　

使
用
中
止
と
し
て
い
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
を
７
月
１
日
か
ら
一

部
制
限
付
き
で
再
開
し
ま
す
。
予

約
受
け
付
け
も
６
月　

日
か
ら
再

１５

開
し
て
い
ま
す
。

 

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７
学
生
等
へ
自
転
車
駐
車

場
定
期
利
用
料
を
補
助

し
ま
す

学
生
等
へ
自
転
車
駐
車

場
定
期
利
用
料
を
補
助

し
ま
す

他申栗
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
の
再
開
に
つ
い
て

栗
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
の
再
開
に
つ
い
て

問

  
自
立
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎　

儿　
０４２

３８６

儿
０
２
９
５
）

 
▽
各
種
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税

を
含
む
）
＝
納
税
課
納
税
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
３
）

０４２

３８７

▽
介
護
保
険
料
＝
介
護
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２

０４２

３８７

１
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
保

険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
４
）

３８７
▽
上
下
水
道
料
＝
都
水
道
局
多
摩

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
儿

　

儿　

、
☎　

儿　

儿
５
１
１

０９１

１０１

０４２

５４８

０
）

※
そ
の
他
各
種
納
付
の
ご
相
談
に

つ
き
ま
し
て
も
各
担
当
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い

お
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口

お
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口

生
活
資
金
等
で
お
困
り

の
方
・
住
居
確
保
給
付

金
に
つ
い
て

納
付
に
つ
い
て
の

ご
相
談

　

引
き
続
き
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
等
の
、
感
染
し
な
い
、

感
染
さ
せ
な
い
行
動
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
ま
た
は
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
各
担
当
部
署
や
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
第
２
回
小
金
井
市
議
会
定
例
会
補
正
予
算
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

 

　妊娠期からの切れ目ない支援を行うため、
利用期間・料金等を改正します。
　安静を要する妊婦の方や産婦の方で、介助
する方がいない家庭に対し、相談に応じなが
らヘルパーを派遣します。詳細はお問い合わ
せください。
 母子手帳交付後から産後４か月まで（多胎
出産の場合３歳未満まで）※期間によって利
用時間の上限が異なります １時間５００円
（住民税非課税世帯等は無料） 申請書に必
要事項を明記し、郵送、ファクスまたは直接、
同センターへ
 

　保護者の方が、傷病、看護、冠婚葬祭、出
張、育児疲れ、育児不安などで、子どもを養
育することが困難になったときに、市が指定
する児童養護施設で短期間（宿泊）、子ども
をお預かりします。
　また、施設から現在通っている市内の保育

７月から事業の一部制度が変わります
①育児支援ヘルパー

対

￥
申

②子どもショートステイ

園や学校への送迎も可能です。
　なお、利用を希望する方は事前にご相談く
ださい。
 市内在住の２歳～小学生 １泊３,０００円
（住民税非課税世帯等は無料）。その他実費
負担あり 申請書に必要事項を明記し、郵
送、ファクスまたは直接、同センターへ
 

　皆さんの周りで「虐待かな？」と思うような
出来事があれば、すぐに同センターへご相談
ください。
■虐待通報専用電話☎０４２−３２１−３１４６＝月曜
～土曜日午前９時～午後５時■ファクス相談
 ０４２−３２１−３１９０※緊急時は、児童相談所虐
待対応ダイヤル（☎ １  ８  ９ ）にご連絡くださ

いち はや く

い。つながらない場合は（☎０５７０−０６４−
０００）へ

−◇共　通◇−
 ①②の申請書は同センターで配布している
ほか、市ホームページからダウンロードでき
ます 子ども家庭支援センター（〒１８４−００１５
貫井北町５−１８−１８☎０４２−３２１−３１６１ ０４２
−３２１−３１９０）

対 ￥

申

③虐待相談

FAX

他

問

FAX

子ども家庭支援センター実施事業をご紹介します

 
■
助
成
対
象
機
器
６
月
１
日
～
７

月　

日
に
購
入
し
、
８
月　

日
ま

３１

３１

で
に
設
置
し
た
エ
ア
コ
ン
・
冷
風

機
・
冷
風
扇
・
扇
風
機
・
サ
ー
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
・
除
湿
機
の
中
か
ら

２
点
ま
で

■
助
成
金
額
合
計
５
万
円
を
上
限

 

対
象
要
件
・
申
込
方
法
等
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　

ポ
イ
ン
ト
は
、
３
つ
の
密
を
避

け
る
、人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
で
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
５
）

３８７ 自
宅
に
エ
ア
コ
ン
の
無

い
高
齢
者
の
み
世
帯
へ

冷
房
機
器
等
の
購
入
・

設
置
費
を
助
成
し
ま
す

自
宅
に
エ
ア
コ
ン
の
無

い
高
齢
者
の
み
世
帯
へ

冷
房
機
器
等
の
購
入
・

設
置
費
を
助
成
し
ま
す

他問高
齢
者
の
「
通
い
の

場
」
等
を
再
開
す
る
際

の
留
意
点
に
つ
い
て

高
齢
者
の
「
通
い
の

場
」
等
を
再
開
す
る
際

の
留
意
点
に
つ
い
て

問

　出産後体調が優れない、育児に
不安がある、家族の手助けが十分
に得られないなど、サポートが必
要な方が、助産師による乳房ケ
ア・授乳のアドバイスを受け、休
養を取っていただくことを目的としています。
 ①日帰り型＝午前９時～午後５時②宿泊型＝午前
９時～翌日午前１１時
■利用日数合計７日間まで
 桜町病院（桜町１−２−２０）
 利用時生後４か月未満の乳児と母親
 ①６,０００円②１２,０００円（食費含む）※渇多胎児は自
己負担が追加となります渇住民税非課税世帯・生活
保護等受給世帯は減免制度があります
 宿泊型は１１月２日（月）から開始予定
 ７月１日から、電話で健康課（☎０４２−３２１−
１２４０）へ

時

所
対
￥

他
申

産後ケア事業（日帰り型）
を開始します

10月１日（木）から

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
ご
留
意
く
だ
さ
い

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
１
９
７
０ 
　

儿　

儿
５
０
２
０
）

０４２

３８３

０４２

３８３

問

FAX

３
つ
の
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）を

避
け
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

新型コロナウイ
ルスに関する情
報について
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1
in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

問合先内　容ところと　き名　称
介護福祉課介護保険係
（☎０４２−３８７−９８２２）

事業計画策定について　ほ
か

市民会館・萌え木ホール（商
工会館３階）Ａ・Ｂ会議室

７月２日（木）
１４：００〜

計画策定に関する専門
委員会

まちづくり推進課住宅係
（☎０４２−３８７−９８６１）

住宅マスタープランの策定
について市役所本庁舎３階第一会議室７月３日（金）

１０：００〜
住宅マスタープラン策
定委員会

環境政策課環境係
（☎０４２−３８７−９８１７）

環境基本計画について　ほ
か市役所本庁舎３階第一会議室７月７日（火）

１４：００〜環境審議会

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）委嘱状の伝達等について中間処理場事務所棟研修室１７月７日（火）

１８：００〜
廃棄物減量等推進審議
会

都市計画課都市計画係
（☎０４２−３８７−９８５９）

都市計画マスタープランの
策定について市役所本庁舎３階第一会議室７月９日（木）

１０：００〜
都市計画マスタープラ
ン策定委員会

企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

男女共同参画施策の推進に
ついて

市役所第二庁舎８階８０１会議
室

７月１０日（金）
９：３０〜男女平等推進審議会

環境政策課環境係
（☎０４２−３８７−９８１７）

市における現状と課題およ
び計画策定の方向性等

市民会館・萌え木ホール（商
工会館３階）Ａ会議室

７月１０日（金）
１５：００〜

地球温暖化対策地域推
進計画策定検討委員会

環境政策課緑と公園係
（☎０４２−３８７−９８６０）計画の目標値等について中間処理場事務所棟研修室１７月１４日（火）

９：００〜
緑の基本計画策定委員
会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

新型コロナウイルス感染症
に係る対応について　ほか

市役所第二庁舎８階８０１会議
室

７月１４日（火）
１６：００〜総合教育会議

土地開発公社事務局
（☎０４２−３８７−９８５１）

資産（土地）の取得につい
て　ほか市役所本庁舎３階第一会議室７月１５日（水）

１４：００〜土地開発公社評議員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

市民参加条例の運用状況等
について市役所本庁舎３階第一会議室７月１５日（水）

１９：００〜市民参加推進会議

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）公民館事業について市役所第二庁舎８階８０１会議

室
７月１６日（木）
１０：００〜公民館運営審議会

総務課情報公開係
（☎０４２−３８７−９９２６）

個人情報保有等届け出の報
告、諮問について

市役所第二庁舎８階８０１会議
室

７月１６日（木）
１８：００〜

情報公開・個人情報保
護審議会

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）専門部会の開催について市民会館・萌え木ホール（商

工会館３階）Ａ会議室など
７月２２日（水）
１７：００〜地域自立支援協議会

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

　

同
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
検

討
・
審
議
し
ま
す
。

 

１
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
２
年
７
月
１
日
現
在　

歳
以

１８

上
の
方

■
任
期
委
嘱
日
～
令
和
３
年
３
月

　

日
３１■

応
募
用
紙
配
布
場
所
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
）
、
主
な
市
内
公
共
施
設
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基

準
・
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

 

７
月
６
日
～　

日
（
消
印
有

３１

効
）
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
小

論
文
（
千　

字
以
内
・
課
題
＝

２００

「
ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

定対他申

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
５
日
の

み
）
、
納
税
課
（
５
日
の
み
）

※　

日
・　

日
は
、
シ
ス
テ
ム
メ

１９

２６

ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
業
務
は
取

り
扱
い
ま
せ
ん

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問

ご
利
用
く
だ
さ
い

７
月
の
休
日
窓
口

○
○
○
○

○は休日窓口開設日7月
土金木水火月日
4321

111098765

18171615141312

25242322212019

313029282726

■
対
象
原
案
▽
都
の
各
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
▽
都
の
都
市
再
開
発

の
方
針

■
原
案
の
縦
覧
・
公
述
申
出
書

の
配
布
場
所
都
都
市
整
備
局
都

市
計
画
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎

　

階
）、
市
都
市
計
画
課
（
市

１２役
所
第
二
庁
舎
５
階
）
※
公
述

申
出
書
に
つ
い
て
は
都
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

【
公
述
申
出
】

 

区
域
内
に
在
住
ま
た
は
計
画

案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方
（
１

人　

分
以
内
）

１０
■
申
出
方
法
７
月
１
日
～　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た

は
直
接
、
公
述
申
出
書
を
都
都

市
整
備
局
都
市
計
画
課
へ

対

【
公
聴
会
】

 
 

▽
８
月　

日
（
月
）
午
後

１７

７
時
か
ら
＝
立
川
市
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
（
立
川
市
曙
町
２
儿

　

儿
２
）
▽　

日
（
金
）
午
後

３６

２１

２
時
か
ら
、
午
後
７
時
か
ら
＝

都
庁
第
一
本
庁
舎
大
会
議
場

（
新
宿
区
西
新
宿
２
儿
８
儿
１
）

 

各
回　

人
程
度（
当
日
先
着

１００

順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課

（
〒　

儿
８
０
０
１
住
所
不
要

１６３

☎　

儿
５
３
８
８
儿
３
２
２
５

０３

h
ttp
s://w

w
w
.to
sh
iseib

i

.m
etro

.to
kyo
.lg.jp

/

）、
市

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
５
９
）、
市
ま

０４２

３８７

ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
２
）

０４２

３８７

時
所

定問HP

都
市
計
画
原
案
の
縦
覧
、

公
述
申
出
、
公
聴
会
を
実
施

ム
」
構
想
を
考
え
る
）
と
応
募
用

紙
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化

推
進
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）
へ

０４２

３８７

 　

令
和
３
年
３
月
７
日
に
小
金
井

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
な
ど
で
開
催
さ

れ
る
、
第　

回
こ
が
ね
い
市
民
活

１０

動
ま
つ
り
の
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８７

０
１
１
）

 　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
同
計
画
策

定
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
火
）
午
前　

時
～

２１

１０

正
午

 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル

（
商
工
会
館
３
階
）

 
　

人
程
度
（
申
込
順
）

２０ 第　

回
こ
が
ね
い
市
民
活
動

１０
ま
つ
り
実
行
委
員
募
集

問み
ど
り
の
基
本
計
画
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

募
集

時所定

 

７
月
１
日
～　

日
に
、
電
話
ま

１７

た
は
直
接
、
環
境
政
策
課
緑
と
公

園
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎

　

儿　

儿
９
８
６
０
）
へ

０４２

３８７

 
■
募
集
内
容
中
堅
所
得
者
・
家
族

向
け
の
賃
貸
住
宅
（
空
き
家
）

■
募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
布
７

月
２
日
（
木
）
～　

日
（
金
）
に
、

１０

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
５
階
）
、
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
受
付
、
管
財
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は

施
設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
。
期

間
中
に
限
り
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
）
ホ
ー
ム
ペ

申都
民
住
宅（
東
京
都
施
行
型
）

入
居
者
募
集

ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.to
-ko
u
s

ya.o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

■
申
込
方
法
７
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募

集
セ
ン
タ
ー
へ

 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿
３
４
９
８
儿
８
８
９
４

０３

＝
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）、

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
公
募
市
民
の
方
々
を
委

員
に
選
任
し
ま
し
た
。

▽
原
田
隆
司
さ
ん
、
坂
井
文
枝
さ

問は
け
の
森
美
術
館
運
営
協
議

会
委
員
選
任
結
果

ん
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推

進
係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

 　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
の
一
環
と
し
て
、
市
内
各
地
域

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聴
き
す
る
た
め
、
市
民
協
議
会
を

問都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
関
す
る
市
民
協
議
会
の
参

加
者
募
集

開
催
し
ま
す
。

 

①
８
月
１
日
②
９
月　

日
③　

１２

２６

日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
後
２
時
～

４
時
（
全
３
回
）

 

①
市
役
所
本
庁
舎
３
階
第
一
会

議
室
②
商
工
会
館
２
階
③
市
民
会

館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル
（
商
工
会
館

３
階
）

■
募
集
人
数
５
人
程
度
（
多
数
抽

選
）

 

▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

時所他

照
▽
各
回
の
み
の
参
加
も
可
▽
手

話
通
訳
・
保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

 

７
月
１
日
～　

日
に
、
電
話
、

２０

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
９ 
　

儿　

儿
２

３８７

０４２

３８６

６
１
９ 

s0
6
0
1
9
9
@
ko
gan
ei

-sh
i.jp

）
へ

申

FAX

糸

芸
術
文
化
振
興
計
画
策
定

委
員
会
委
員
を
募
集

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、傍聴人数を制限する場合がありますので、事前にお問い合わせください
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各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

 　

市
で
は
、「
政
治
倫
理
の
確
立
の

た
め
の
小
金
井
市
長
の
資
産
等
の

公
開
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き

提
出
さ
れ
た
市
長
の
資
産
等
報
告

書
等
、
所
得
等
報
告
書
お
よ
び
関

連
会
社
等
報
告
書
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
ど

な
た
で
も
申
請
の
う
え
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）

 

総
務
課
情
報
公
開
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
９
２
６
）

３８７
 　

７
・
８
月
を
中
心
に
「
政
治
家

の
寄
附
禁
止
」
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　

有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
お
よ
び
現

に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区
内

の
人
や
団
体
に
お
金
や
品
物
を
贈

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎

　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

 　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
私
道
を
所
有

す
る
方
は
、
申
請
に
よ
っ
て
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
令
和
３

年
度
以
降
、
非
課
税
扱
い
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
分
筆
し
て
道
路
と

な
っ
て
い
る
場
合
や
、
す
で
に
非

市
長
の
資
産
等
報
告
書
等

の
閲
覧

問政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

問私
道
部
分
の

非
課
税
扱
い
の
申
請
を

課
税
と
な
っ
て
い
る
私
道
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
期
限
令
和
３
年
２
月
１
日

（
月
）

 

市
所
定
の
申
請
書
（
資
産
税
課

で
配
布
）に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

私
道
求
積
図
を
添
え
て
、
資
産
税

課
土
地
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
☎　

儿　

儿
９
８
２
１
）
へ

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
雇
用
促
進
と
就
労
支

援
の
目
的
で
、
小
金
井
市
お
よ
び

近
隣
の
求
人
情
報
や
事
業
者
情

報
、
仕
事
に
関
す
る
講
座
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
を
無
料
で
提
供
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
求
人
情
報
、
事
業
者
情

報
の
登
録
・
閲
覧
の
利
用
料
は
無

料
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

携
帯
電
話
の
通
信
料
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

【
仕
事
を
お
探
し
の
方
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
利
用

し
て
、
求
人
情
報
を
簡
単
に
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
事
業
者
の
方
】

　

サ
イ
ト
の
事
業
者
登
録
ペ
ー
ジ

か
ら
事
業
者
登
録
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
を
経
て
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
し
た
後
は
、
い
つ
で
も

求
人
情
報
等
の
登
録
・
変
更
・
削

除
が
で
き
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌh

ttp
s:

//ko
gan
ei-s.n

et/

 

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７ 申ご
利
用
く
だ
さ
い

就
労
支
援
サ
イ
ト

こ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ
ト

携帯サイト用
ＱＲコード

問

 　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
殴
る
、
け
る
等

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
社
会

的
・
性
的
・
経
済
的
な
暴
力
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
、
被

害
を
受
け
た
人
の
心
や
身
体
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
人
権
侵
害
で
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

  

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

 　

市
報
６
月　

日
号
３
・
４
面
に

１５

掲
載
の
「
令
和
元
年
度
下
半
期
財

政
状
況
の
あ
ら
ま
し
」
の
記
載
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
３
面
、
市
有
財
産
の
文
中

【
誤
】
市
有
財
産
の
現
在
高
は　
９２９

億
１
千　

万
９
千
円
と
な
り

３８６

【
正
】
市
有
財
産
の
現
在
高
は　
９２９

億
１
千　

万
円
と
な
り

４７３

▽
４
面
、
図
３
中

【
誤
】
物
品
、　

億
２
千　

万
９

１７

１６５

千
円

【
正
】
物
品
、　

億
２
千　

万
円

１７

２５２

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

 

財
政
課
財
政
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
０
２
）

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

相談先
０４２−３８７−９８５３企画政策課男女共同参画室
０３−５４６７−２４５５東京ウィメンズプラザ
０３−５２６１−３１１０東京都女性相談センター

０４２−５２２−４２３２東京都女性相談センター多
摩支所

０３−３５０１−０１１０警視庁総合相談センター

０３−５２６１−３９１１東京都女性相談センター
（夜間・緊急時）

問お
詫
び
と
訂
正

問

〈
令
和
２
年
度
国
民
年
金 

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予 

申
請
を
７
月
か
ら
受
け
付
け
〉

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
が
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
と
な
る
制
度
で
す
。
（
学
生
を

除
く
）

【
免
除
制
度
】

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
中
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
と
な
っ
た
方

が
、
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
と
免
除
が
無
効
と
な
り
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　
　

歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、
世

５０
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申

請
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
対
象
期
間
７
月
～
令
和
３
年
６

月
お
よ
び
申
請
月
の
２
年
１
か
月

前
の
分
ま
で

■
必
要
書
類
▽
年
金
手
帳
▽
失
業

な
ど
に
よ
る
場
合
は
、
離
職
票
・

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

※
令
和
元
年
度
に
、
全
額
免
除
ま

た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
（
失

業
等
を
事
由
と
す
る
特
例
承
認
を

除
く
）
、
翌
年
度
以
降
も
継
続
申

請
さ
れ
た
方
は
、
令
和
２
年
度
の

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

 

立
川
年
金
事
務
所
（
☎　

儿　
０４２

５２３

儿
０
３
５
２
）

〈
国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も 

６０

加
入
で
き
ま
す
〉

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の

２０

６０

す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

原
則　

年
以
上
（
免
除
承
認
期

１０

間
等
を
含
む
）
保
険
料
を
納
め
る

と　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

６５
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
万

一
、　

年
に
満
た
な
い
と
、
将
来
、

１０

年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
　

歳
の
時
点
で
、
老
齢
基
礎
年

６０
金
を
受
給
で
き
る
加
入
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
方
、
未
納
期
間
・

未
加
入
期
間
が
あ
り
老
齢
基
礎
年

金
受
給
額
が
満
額
と
な
ら
な
い
方

は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月
か
ら　
６５

歳
到
達
の
前
月
ま
で
の
期
間
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支

給
を
受
け
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

４０

前
生
ま
れ
の
方
は
、　

歳
到
達
の

７０

前
月
ま
で
の
間
で
、
年
金
を
受
給

で
き
る
加
入
期
間
を
満
た
す
ま
で

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
原
則
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。
加
入
希
望
の
方

は
、
国
民
年
金
係
の
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
４
）

問問

国
民
年
金

国
民
年
金
にに

関
す

　

関
す
るる

お
知
ら

　
　

お
知
ら
せせ

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%

　登録された方の中から、必
要に応じ、仕事を案内しま
す。
■職種等下表のとおり
■登録方法所定の用紙（市ホ
ームページからダウンロード
可）に必要事項を明記し、職

員課で登録してください
 詳しくはお問い合わせいた
だくか、市ホームページをご
覧ください
 職員課人事研修係（市役所
本 庁 舎 １ 階 ☎０４２−３８７−
９８０８）

他

問

報酬額（時給）主な勤務時間主な職種
１,２４０円午前８時３０分〜午後５時保育士

１,２００円午前７時〜１１時
または午後３時３０分〜７時保育士補助業務

１,２６０円午前８時１５分〜午後４時４５分栄養士

１,１１０円午前８時１５分
〜午後０時１５分（土曜日のみ）給食調理

令和２年令和２年度度
会計年度任用職会計年度任用職員員（時給制）（時給制）の登録者募集の登録者募集

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%■採用予定日①８月１日（土）②８月２０日

（木）

 渇資格要件等詳細は、市ホームページを
ご覧ください渇要項は市ホームページから
もダウンロードできます
 ①職員課人事研修係（〒１８４−８５０４住所
不要・市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−９８０８）
②庶務課庶務係（〒１８４−８５０４住所不要・
市役所第二庁舎７階☎０４２−３８７−９８７２）

他

問

令和２年度
会計年度任用職員・
任期付職員募集

要項配布 申募集人数月額報酬業務名

７月７日（火）までに職
員課へ。郵送の場合は
６日必着

３人２０２,５１５円保育士（育児休業代替）任期付

①

１人１５８,２４０円給食調理（育児休業代替）
１人２２４,７００円施設管理業務（休日・夜間窓口等）

会計年度任用

２人１５８,７００円保育園給食調理業務

２人９４,４００円〜
１４１,６００円保育園看護業務

１人２０２,７００円〜
２４４,０００円

母子・父子自立支援プログラム策定
員兼母子・父子自立支援員兼婦人相
談員業務

７月２日（木）までに直
接、職員課へ３人１６５,３００円一般事務（市民税賦課業務）

７月３１日（金）（必着）ま
でに庶務課へ１人１４５,５００円学校給食調理補助業務会計年度任用②
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

納税・納入通知書等を
７月1 3日（月）に郵送します

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料令和２年度

　国民健康保険（以下「国保」）制度は、加入する皆さんが負担
し合う国保税と国や都などの補助金を財源に、医療費の一部を負
担する助け合いの制度であり、将来にわたり安定的に運営してい
く必要があります。
　また、国保加入者（被保険者）のうち、介護保険第２号被保険
者（４０歳以上６５歳未満）に該当する方は、医療保険分、後期高齢
者支援金等分に加え介護保険分を合わせて、国保税として納めて
いただいています。
　国保制度を円滑に運営できるよう、各納期限内納付にご理解・
ご協力をお願いします。
軽減措置があります
【低所得世帯に対する軽減措置】
　前年中の所得が一定額以下の世帯に対して、均等割と平等割を
減額（７割、５割または２割）する軽減措置があります。
　なお、この措置は、世帯主と国保加入者全員の市民税・都民税
の申告、所得税の確定申告等が済んでいないと受けることができ
ません。
【非自発的失業者に係る軽減】
　解雇・倒産などの理由による非自発的失業者の方（雇用保険受
給資格者証の理由欄の記載が「１１、１２、２１、２２、２３、３１、３２、３３、３４」に
該当し、離職年月日に６５歳未満であった方）の国保税が軽減され
ます。
■軽減内容離職日の翌日（国保加入日）の属する月から、その月
の属する年度の翌年度末までの間、前年の給与所得を１００分の３０
として、国保税を算定します。
■申請方法雇用保険受給資格者証を持参のうえ、申請書（保険年
金課で配布）を提出してください。郵送での申請をご希望の方は、
係までお問い合わせください。
口座振替納付をお勧めします
　納付に当たっては、便利で確実な口座振替をご利用ください。
忙しくて納めに行く時間がない方にもお勧めです。申し込みは、
口座のある金融機関等に預・貯金通帳、金融機関等届出印を持参
のうえ手続きをしてください。
【保険年金課窓口での受け付け】
　保険年金課窓口でもキャッシュカードで口座振替の申し込みが
できます。申込書類の記入のほか、キャッシュカードの暗証番号
の入力等を行うため、本人の来庁が必要です。取扱金融機関、キ
ャッシュカードの種類（ＩＣ専用カード等）によっては受け付け
できない場合がありますので、事前にお問い合わせいただくか、
市ホームぺージをご覧ください。
減額免除・分割納付
　思わぬ事故や災害、病気、失業などやむを得ない事情により納
期限内に納められないときは、お早めにご相談ください。国保税
の減額免除（原則として納期限までに要申請）や分割納付が認め
られる場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。
　なお、申請には、り災証明書、公共料金等の領収書、収入・支
出が記載されている金融機関等の通帳等が必要です。
 税額の内容について＝保険年金課国民健康保険係（市役所第二
庁舎２階☎０４２−３８７−９８３２）、納付について＝納税課納税係（同
３階☎０４２−３８７−９８２３）

問

　今年度の介護保険料の基準額（第５段階）は、月額５,４００円（年額６４,８００円）です。所
得段階等で保険料が異なりますので、送付された納入通知書でご確認ください。
シルバーパスの所得確認書類に
　７０歳以上の方は、介護保険料納入通知書をシルバーパスの新規発行や一斉更新（９
月実施）の際に、所得確認書類として使用できます。再発行はできませんので、大切に
保管してください。
納付が困難な方は減免等の申請を
　災害による住宅や財産の著しい損失、または、所属する世帯の生計の中心になる方
の死亡や重大な障がい、長期入院、事業の休廃止等で収入が著しく減少したときは、
第１号被保険者の方の申請により、介護保険料の減額・免除または徴収猶予をするこ
とができる場合がありますので、早めにご相談ください。
　また、生計の困難な方も、次のいずれかの条件で減額（２分の１）の対象となりま
す。（納期限までに申請が必要です）
渇①〜③をすべて満たす場合
①第１号被保険者と生計を一にする方の実収入総額（月額）が、生活保護法に定めら
れた生活扶助基準額（月額）に満たないこと
②第１号被保険者の属する世帯の主たる生計維持者の所得税・市町村民税や医療保険
の被扶養者になっていないこと
③第１号被保険者の属する世帯の預貯金額の総額が、生活扶助基準額の１２か月以下で
あること
渇その方の属する世帯が、著しい生活困窮にあると認められる場合
 介護福祉課介護保険係・保険料担当（市役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−９９２１）問

　保険料の納め方によって、通知書が異なります。
特別徴収（年金天引き）の方
　今年度の後期高齢者医療保険料賦課決定通知書（ピンク色の封筒）を送付します。
　今回決定した保険料は１０月の年金から天引きされます。
　４、６、８月の年金天引額は平成３０年中の所得を基にした仮徴収額ですが、１０月か
らの天引額は令和元年中の所得を基に改めて計算した確定額です。天引きされる額が
変更になる場合がありますので、ご確認ください。
普通徴収（納付書）の方
　今年度の後期高齢者医療保険料納入通知書（黄緑色の封筒）を送付します。
　口座振替を希望する方は、同封の後期高齢者医療保険料口座振替依頼書に必要事項
を明記のうえ、ご利用の金融機関へお申し込みください。
　来年度以降も年金天引ではなく口座振替の継続を希望する方は、申し出が必要とな
ります。口座振替依頼書の控えを保険年金課へご持参ください。すでに申出書を提出
している方は不要です。
普通徴収（口座振替）の方
　今年度の後期高齢者医療保険料賦課決定通知書（ピンク色の封筒）を送付します。
 保険年金課高齢者医療係（市役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−９８３４）問

国民健康保険国民健康保険税税 介護保険料（６５歳以上の介護保険料（６５歳以上の方方））

後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険料料

新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者が死亡、または、
重篤な傷病を負った世帯や収入減少が見込まれる世帯は、保険料（税）が減免
となる場合がありますので、対象課へお問い合わせください。

共　　通
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凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

 

ＰＣＲ検査センターの整備＝１０,９３５千円

渇医療用物資の調達支援＝９３５千円
　感染防護衣および非接触式体温計をＰＣＲ検査センタ
ーに提供
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）
渇ＰＣＲ検査センターの運営支援＝１０,０００千円　
　ＰＣＲ検査センター事業の円滑な運営および市民の疾
病対策に資するため、一般社団法人小金井市医師会に対
し、東京都地区医師会と共同して行うＰＣＲ検査センタ
ーの事業運営等に要する経費を補助

いのちを守る
３５,２５０千円

問

 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

医療機関や福祉施設におけるマスク等の調達支援＝
６,２８５千円

　新型コロナウイルス感染拡大防止のために配布してい
たアルコール消毒液およびマスクの補充・備蓄等
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

集団健診の個別健診化＝１４,０９８千円

　新型コロナウイルスへの感染
リスクを軽減するため、乳児健
康診査、１歳６か月児健康診
査、１歳６か月児歯科健康診
査、３歳児健康診査、３歳児歯

問

問

科健康診査、一般歯科健康診査（妊婦）について医療機
関での個別健診を実施
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

市施設における感染防止対策＝２,６１８千円

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、図書消毒機
を導入
 図書館本館（☎０４２−３８３−１１３８）

東京都知事選挙における感染症予防対策＝１,３１４千
円

　令和２年７月５日執行の東京都知事選挙において第２
期日前投票所（マロンホール）の期間延長を実施等
 選挙管理委員会事務局（☎０４２−３８７−９８８１）

問

問

問
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子育て世帯等への支援＝４４,６５３千円

渇児童扶養手当受給者支援臨時特別給付金給付事業＝
２８,１４５千円　
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、さまざまな面で
影響を受けているひとり親家庭等を経済面から支援する
ため、児童扶養手当（国制度）の受給者に対して、令和
２年７月支給分（令和２年５・６月分）と同額を給付
 子育て支援課手当助成係（☎０４２−３８７−９８３９）
渇育児支援ヘルパー派遣事業＝６２１千円　
　育児支援ヘルパー派遣事業の拡充を１０月から７月に前
倒しして実施するとともに、利用者負担を１,０００円から
５００円に軽減し、併せて派遣委託料単価の引き上げを実
施
 子ども家庭支援センター（☎０４２−３２１−３１４６）
渇妊婦への育児パッケージ配布事業＝７,２８４千円　
　新型コロナウイルス感染予防の観点から、妊婦に対し
てタクシーチケット等として利用できる育児パッケージ
１万円分の配布とともに、アンケートを実施
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）
渇妊婦へのマスク配布事業＝３１４千円　
　新型コロナウイルス感染予防の観点から、妊婦に対し
て国において一括購入した布製マスクを配布
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）
渇里帰り等予防接種費助成金事業＝８,２８９千円　
　里帰り等で予防接種を受診する母子に対して接種費用

くらしを守る
９３８,９７４千円

問

問

問

問

を助成（単価・人数の増加）
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

保育施設および学童保育所における保育の確保＝
９,８２７千円

渇保育料および延長保育料の還付＝６,２００千円　
　新型コロナウイルス感染拡大に伴う登園自粛要請に基
づき、令和２年３月に保育園の利用を控えていただいた
方に対して保育料等を日割りにて還付
 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）
渇学童保育育成料および延長育成料の還付＝３,６２７千円
　新型コロナウイルス感染拡大に伴う登所自粛要請に基
づき、令和２年３月に学童保育所の利用を控えていただ
いた方に対して学童保育育成料等を日割りにて還付
 児童青少年課学童保育係（☎０４２−３８７−９８４７）

インターネット等を活用した家庭学習の支援＝
７３６,６６５千円

　臨時休校期間における子どもたちの学びを継続し、Ｉ
ＣＴ技術を活用した教育機会を確保するため、児童・生
徒一人につき１台ずつの教育用パーソナルコンピュータ
の配備およびこれに伴う各学校の情報通信環境の整備
 学務課学務係（☎０４２−３８７−９８７４）

生活困窮者への住居確保給付金の要件緩和＝８９,６５０
千円

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で家賃の支払いが
困難となる方に対して住居確保給付金を支給（予算額に
は銀行振込手数料の増加分を含む）

問

問

問

問

 地域福祉課生活福祉係（☎０４２−３８７−９８４０）

高齢者世帯への支援＝３,０１５千円

　新型コロナウイルス感染症予防のため、外出を控える
高齢者の命に関わる熱中症対策支援として、高齢者世帯
の冷房機器の購入および設置に要する費用を助成
 介護福祉課高齢福祉係（☎０４２−３８７−９８４３）

国民健康保険等における傷病手当金の支給＝３,５００
千円

　新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、一定の
要件を満たした被用者に対して傷病手当金を支給
 保険年金課国民健康保険係（☎０４２−３８７−９８３３）

自転車駐車場定期利用者への支援策＝２,４５１千円

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、学校の
休校の影響により外出を控える対応を余儀なくされた学
生等に対し、自転車駐車場を利用できない状況を踏ま
え、自転車駐車場の定期利用の契約締結に伴い納入した
利用料を補助
 交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−９８５０）

ひとり親世帯臨時特別給付金の迅速な支給＝４９,２１３
千円

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、さまざまな面で
影響を受けているひとり親世帯を支援するため、１世帯
５万円（加算および追加給付あり）を給付
 子育て支援課手当助成係（☎０４２−３８７−９８３９）

問

問

問

問

問
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市内事業者の資金繰りの支援＝
２５１,６１０千円

　新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、前年と比較して売り上げが１５％
以上減少している等の一定の要件を
満たした市内の中小企業者等に対し
て事業継続支援給付金２０万円を支給
 経済課産業振興係（☎０４２−３８７
−９８３１）

障害福祉事業所等、介護事業所へ
の支援＝５８,４５６千円

　新型コロナウイルス感染拡大防止

地域を守る
３１０,０６６千円

問

を図りつつ公益性の高い福祉サービ
スを継続して実施する事業者に対
し、その事業の運営に要する費用の
一部として２０万円（居宅介護支援事
業所および介護予防支援事業所は５
万円）を補助し、事業継続を支援す
るとともに、最前線で介護等に従事
する職員に対し、慰労品（ギフトカ
ード等）５千円分を支給
 自立生活支援課障害福祉係（☎
０４２−３８７−９８４８）、介護福祉課介護
保険係（☎０４２−３８７−９８２２）

問
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市職員、窓口等における感染防止＝２,３３２
千円

　新型コロナウイルス感
染拡大防止のために配布
していたアルコール消毒
液およびマスクの補充・
備蓄等
 地域安全課地域安全係（☎０４２−３８７−
９８０６）

市施設における運営体制の補償＝２６,４３６
千円

渇令和元年度分＝１０,３７５千円

市民サービスの基盤を守る
２８,７６８千円

問

　小金井　宮地楽器ホール、少年自然の家、
総合体育館および栗山公園健康運動センター
における休館等による指定管理者に対する損
失補償
 コミュニティ文化課文化推進係（☎０４２−
３８７−９９２３）、生涯学習課生涯学習係（☎０４２
−３８７−９８７９）、生涯学習課スポーツ振興係
（☎０４２−３８６−２４６２）
渇令和２年度分＝１６,０６１千円
　小金井　宮地楽器ホールにおいて、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、定員制限
を実施することから、芸術文化活動を行う方
を支援するため、利用料金（附帯設備利用料
金を含む）を減額することとし、指定管理者
の損失分を補償
 コミュニティ文化課文化推進係（☎０４２−
３８７−９９２３）

問

問

 財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）※補正事項の内容等については、各担当課までお問い合わせください問

−小金井市緊急対応方針の取り組−小金井市緊急対応方針の取り組みみ

令和２年第２回小金井市議会定例会補正予算におけ令和２年第２回小金井市議会定例会補正予算におけるる
新型コロナウイルス感染症対策につい新型コロナウイルス感染症対策についてて 事業規模（総額）

約１３億円
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地地域域をを守守るる地域を守地域を守るる 消防団員改選特集
小金井市消防団
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皆さんの安全は私たちが守りま皆さんの安全は私たちが守りますす
第五分第五分団団 第四分第四分団団 第三分第三分団団 第二分第二分団団 第一分第一分団団

担当区域　
桜町、貫井北町、貫井南町３
丁目（１・２番を除く）

担当区域　
前原町、貫井南町１・２・
４・５丁目、３丁目１・２番

担当区域　
東町、中町、本町１丁目１〜
７・１１〜１４番

担当区域　
関野町、梶野町、緑町

担当区域　
本町１丁目８〜１０・１５〜２０
番、本町２〜６丁目

　

こ
の
た
び
の
消
防
団
員
の
改
選
に

よ
り
、
は
か
ら
ず
も
消
防
団
長
の
職

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
田
村
で
ご
ざ

い
ま
す
。
就
任
に
当
た
り
、
一
言
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
４
月
１
日
に
、
木
下
前
団
長

か
ら
引
き
継
ぎ
、
消
防
団
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
対

し
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
も

と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

諸
先
輩
方
の
築
か
れ
ま
し
た
市
消
防

団
の
伝
統
を
守
り
、
全
力
を
傾
注
し

て
地
域
防
災
の
任
に
あ
た
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
地
域
に
根
ざ
し
、
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対

し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
迅
速
に
対
処
し

て
お
り
ま
す
。
消
防
団
が
十
分
な
活

動
を
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様

と
普
段
か
ら
相
互
理
解
を
深
め
、
連

帯
意
識
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
地
域
は
自
分

で
守
る
と
い
う
消
防
団
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
小
金
井
消
防
署
と
の
連
携

を
深
め
、
平
素
か
ら
訓
練
を
積
み
重

ね
な
が
ら
専
門
知
識
の
取
得
や
消
防

技
術
の
向
上
に
努
め
、
全
団
員
一
丸

と
な
っ
て
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

 
邁 
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
い

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
体
制
の
消
防
団
に
対
し
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消防団の原点に立ち返り
小金井市消防団長　田村　裕一

　

火
災
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

は
、い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
災
害
に
対
し
て
の
警
戒
は

も
と
よ
り
、
発
生
し
た
場
合
に
は
迅
速

に
対
応
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
の
が
消
防
団
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　

消
防
団
は
、
本
部
と
５
つ
の
分
団
か

ら
成
り
、
条
例
に
よ
り
定
数　

人
で
構

８３

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
２
年
ご
と
に
改
選
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
た
び
各
地
域
の
推
薦
委

員
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
新
体

制
の
消
防
団
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

小
金
井
市
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
も
っ
と
も
身
近
な
防
災
機
関
と

し
て
、
小
金
井
消
防
署
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
多
種
多
様
な
災
害
か
ら
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
、
技
術
や
知
識
の

習
得
に
努
め
、
消
防
団
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

生
業
を
持
つ
傍
ら
、
地
域
社
会
に
お

け
る
消
防
防
災
の
主
要
な
役
割
を
担
う

消
防
団
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
０
７
）

３８７ 問

防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
消

防
団
員
は
生
業
の
傍
ら
、
消
防
・
防

災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
消
火
活
動
・
警
戒
巡
視
な
ど
に

従
事
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
昼
夜
を
分
か
た
ず
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
献
身
的
な
活
動
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
活
動
を

支
え
て
い
る
ご
家
族
の
皆
様
、
地
域

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
消
防
団
員
の
改
選
に

当
た
り
、
各
地
域
の
推
薦
委
員
の
方

々
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
田
村
団
長

を
筆
頭
と
し
た
小
金
井
市
消
防
団
の

新
体
制
が
始
動
し
た
こ
と
は
、
誠
に

心
強
い
限
り
で
す
。
消
防
団
員
は
私

達
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
そ
の
存
在

が
私
達
の
大
き
な
励
み
と
も
な
り
、

本
市
の
地
域
防
災
力
の
向
上
に
確
実

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
大
災
害
の
教
訓
か
ら
、
私

た
ち
は
、
自
助
と
共
助
、
支
え
あ
い

と
利
他
の
精
神
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
地
域
の

こ
と
を
よ
く
知
る
消
防
団
員
は
、
地

域
に
密
着
し
た
防
災
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
消
防

団
活
動
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消防団と、消防団を支える全ての人々に
感謝します 小金井市長　西岡　真一郎

　

地
域
で
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る

小
金
井
市
消
防
団
は
、
こ
の
春
２
年

毎
の
改
選
を
迎
え
、
新
た
な
団
員
を

含
め
新
し
い
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

こ
の
期
で
勇
退
さ
れ
た
木
下
団
長

を
は
じ
め
、
退
団
さ
れ
た
団
員
の
皆

さ
ま
に
は
長
い
間
大
変
な
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
陰

な
が
ら
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

家
族
の
皆
様
に
も
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
は
既
に
２
件
の
死
者
を
伴
う

火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
消
防

団
の
皆
様
に
は
日
々
の
火
災
予
防
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
生
業
を
持

ち
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の

安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
団
の

活
動
と
、
成
り
手
不
足
の
中
、
団
員

の
発
掘
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
町
会

や
後
援
会
の
方
々
が
い
て
、
地
域
の

安
全
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
是
非

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
人
の
方　

人
を
始
め
、
総
勢　

１０

６９

人
の
新
し
い
消
防
団
員
の
方
々
に
は

　

万
市
民
を
代
表
し
心
か
ら
感
謝
を

１２申
し
上
げ
ま
す
。

消防団の新団結成にあたって
小金井市議会議長　五十嵐　京子

主な年間行事

行　事と　き

出初式１月
第２日曜日

春の火災予防運動巡行広報３月上旬

規律訓練４月中旬

水防訓練５月中旬

消防ポンプ車操法審査会６月上旬
（隔年）

行　事と　き

北多摩地区消防大会９月下旬

総合防災訓練１０月〜１１月

秋の火災予防運動巡行広報
通常点検訓練・団員研修会

１１月中旬
　　下旬

歳末特別警戒１２月２８日〜
３０日

上級救命講習年１回

分団長
佐原　涼太

副分団長
鳴海　大介

副分団長
橋田　数彦

班　長
鈴木健太郎

班　長
三笠新太郎

団　員
吹春　保隆

団　員
田中　　稔

団　員
林　　健博

団　員
本多　貴司

班　長
宮脇　茂伸

部　長
横山　喜和

団　員
小井圡優介

団　員
遊佐　礼緒

分団長
益田　　健

副分団長
鈴木　昭信

副分団長
鴨下　勇司

班　長
大久保憲二

班　長
小谷野友浩

団　員
小林　　卓

団　員
横山　秀弘

団　員
谷嶋　章一

団　員
佐藤　友紀

班　長
森田　和道

部　長
大澤　寿男

団　員
時任　楓太

団　員
小島未季也

分団長
渡邉　昌孝

副分団長
若尾　一樹

副分団長
髙𣘺　雅人

班　長
見城　亮治

班　長
髙橋　　忍

団　員
吉川　大裕

団　員
鴨下　大樹

団　員
清水　正

団　員
渡邉　巧

団　員
茂木　翔太

班　長
大久保　隆

部　長
井上　清久

団　員
秋元　隆志

団　員
鶴羽　直孝

副分団長
髙橋　大亮

副分団長
鴨下　繁明

班　長
中山　道広

班　長
瀧澤　　太

団　員
能登　正樹

団　員
佐藤　浩一

団　員
細田　真宏

団　員
桜井　章喜

班　長
谷上　美登

部　長
髙𣘺　宏和

団　員
蔵本　孝浩

団　員
志垣　竜一

副分団長
弭間　佑

副分団長
福平　恵一

班　長
水野　七海

班　長
清水　　学

団　員
吉田　光宏

団　員
田中　満

団　員
秋山　健次

班　長
新田　雄亮

部　長
北村　秀樹

分団長
船田　知孝

分団長
川又　健次

本本　団団

副
団
長

　
　

折
笠　

一
寿

副
団
長

　
　

須
藤　

善
雄

　市内で火災が発生した
場合、市民への警報を目
的に、サイレンを鳴らし
ています。
　また、毎月１日（１月を
除く。土曜・日曜・祝日の
場合は、翌日以降の最初
の平日）の午前８時には、
広く火災予防を呼びかけ
るため、サイレンを鳴ら
しています。皆さんのご
理解をお願いします。

消防サイレンの音消防サイレンの音にに
ご理解ご理解をを

本
部
分
団
長

　
　

鴨
下　

寛
樹

団　員
湯浅　独活

団　員
本橋　登 ※令和２年５月１日現在

　小金井市消防団では、第一分団、第二分団、第
三分団、第四分団の消防団員を募集しています。
　入団を希望する方は、消防団事務局（地域安全
課防災消防係）までご連絡ください。
■資格等要件渇市内に居住、勤務または在学して
いる方渇入団日時点で年齢１８歳以上の方
 地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）問

消防団員募消防団員募集集
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苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導

是正勧告
③

調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷　性別によって、差別
や不利益を受けた場合
などの人権侵害による
相談

　（例：セクハラがある
のに、会社が対策を講
じようとしないなど）

▷　市が実施する男女平
等や、男女共同参画に
かかわる施策への苦情

　（例：○○審議会委員
の男女の割合が偏って
いる、公文書に差別表
現があるなど）

▷　日常生活のいろい
ろな悩み相談（自分
自身の生き方・配偶
者等からの暴力・離
婚・仕事・子ども・
近所づきあいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※ⒶⒷは必要に応じて対応します

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ
 　

市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
に
男

女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情

や
、
市
民
生
活
を
営
む
う
え
で
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人

権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
市
は
当
該
機
関
等

の
調
査
を
し
た
り
、
説
明
を
求

め
、
助
言
・
指
導
、
是
正
の
要
請

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い 

男
女
平
等
に
関
す
る

男
女
平
等
に
関
す
る 

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓
口口

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
を
公
平
に
適
切
か

つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
専
門

知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
（
左
図
）

■
受
付
時
間
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
～
午
後
５

３０

時
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

苦
情
・
相
談
申
出
書
（
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室
、
公
民
館

各
館
、
図
書
館
本
館
に
あ
る
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

対申

ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
直
接
、
企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
へ

■
苦
情
処
理
委
員
永
田
晴
夫
さ
ん

（
弁
護
士
）
、
古
宮
景
子
さ
ん

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
制
度
に

該
当
す
る
か
不
明
な
場
合
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 
他女

性
総
合
相
談
を

女
性
総
合
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

　

原
則
毎
週
金
曜
日
と
そ
の
ほ
か

月
に
１
回
、
女
性
総
合
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
市
報
毎
月　

日
１５

号
に
翌
月
の
開
催
日
を
掲
載
）
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
困
っ
た
と
き
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
の
お
話
を
じ
っ
く
り

お
聞
き
し
ま
す
。
他
の
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

（
要
事
前
申
込
）

 

市
民
相
談
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
）

■
相
談
方
法
面
談
ま
た
は
電
話
相

談
 

保
育
あ
り（
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
。１
か
月
前
ま
で
に
要
申
込
）

 

電
話
で
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
へ

 　

東
京
都
で
は
、
夫
婦
関
係
、
職

場
の
人
間
関
係
な
ど
、
男
性
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日
時
月
曜
・
水
曜
日
午
後

５
時
～
８
時
、
土
曜
日
午
後
２
時

～
５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

■
相
談
窓
口
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ
（
☎　

儿
３
４
０
０
儿
５
３

０３

１
３
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１
２
２

０４２

３８７

４
）

時所他申男
性
の
た
め
の

男
性
の
た
め
の 

悩
み
相

悩
み
相
談談

問

FAX

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

コンピュータ処理の
個人情報

コンピュータ処理の
個人情報

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市では、行政の簡素・効率化
および市民の利便性向上のた
め、業務のＩＴ活用に段階的に
取り組んでいます。
　現在、市民の皆さんからの申
請や届け出を通じて収集された
個人情報の多くはコンピュータ
により記録、処理しています。
　これらの個人情報は、個人情
報保護法、個人情報保護条例、
個人番号の利用並びに特定個人
情報の利用及び提供に関する条
例、個人番号の利用並びに特定
個人情報の利用及び提供に関す
る条例施行規則、電子計算組織
の管理運営に関する規則、電子
情報資産の安全管理対策に関す
る規程に基づいて取り扱い、プ
ライバシーが侵害されることが
ないよう細心の注意が払われて
います。
　また、平成２９年７月から開始
された社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）における

情報提供ネットワークシステム
による情報連携においても、関
係する法令等に従った適切な取
り扱いに努めています。
　情報の収集は必要最小限と
し、業務に関わりのない者が情
報に接することはできません。
　また、庁内での個人情報の不
正使用を監視するため、操作履
歴を記録しており、ご自分の個
人情報の利用状況について開示
請求が可能となっています。さ
らに、マイナポータルを利用す
ると個人情報が行政機関間でど
のようにやりとりされたかを確
認することができます。
　令和２年７月現在、個人情報
をコンピュータで処理している
主な業務と記録項目は右表のと
おりです。詳しくは、市ホーム
ページをご覧いただくか、お問
い合わせください。
 情報システム課情報システム
係（☎０４２−３８７−９８２７）
問

コンピュータ処理の個人情報
主な記録項目業務名

共通項目、世帯主氏名、続柄、本籍、住民異動年月日、前住所、住
民票コード、国保被保険者記号番号、国民年金記号番号、国籍、在
留関係項目、マイナンバーなど

住民記録業務

個人番号、印鑑登録番号、登録年月日、異動事由・異動年月日、印
影、印鑑証明発行停止理由・停止年月日、印鑑登録照会年月日など

印鑑登録証明業
務

課税年度、納税義務者および世帯員共通項目、口座振替関係、収入
金額・所得金額、扶養関係、税額控除額、課税標準額、税額など

個人市・都民税
課税業務

（課税）所有者、口座振替関係、固定資産税額、都市計画税額、軽
減税額など
（土地）地目、地積、用途区分、路線評価関係、評価額、課税標準
額など
（家屋）種類、構造、床面積、建築年、評価額、軽減関係など

固定資産税課税
業務

（資格、賦課）共通項目、国保被保険者記号番号、特別徴収、普通
徴収、所得金額、税額、口座振替関係など
（給付）診療報酬関係、診療機関、決定点数、公費負担額、診療内
容など

国民健康保険業
務

国保被保険者記号番号、氏名または名称、住所または所在地、税目、
各税年税額、収入・未収入額、還付、督促・延滞金、口座振替関係
など

市税および国民
健康保険税収納
業務

入所児および保護者共通項目、入所年月日、保育料、保育園名、口
座振替関係など保育業務

氏名、住所、生年月日、登録番号、登録年月日、登録場所など図書館業務
共通項目＝氏名、住所、生年月日、性別
〈個人情報をコンピュータ処理しているこのほかの業務〉
住民記録関連業務・戸籍業務・国民年金業務・後期高齢者医療業務・介護保険業務・
心身障害者支援業務・児童手当業務・就学援助業務・住民基本台帳ネットワークシス
テム・公的個人認証・コンビニ交付サービス・情報連携関係業務（情報提供ネットワ
ークシステムおよび自治体中間サーバーを含む）など
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各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

 
熱
中
症
予
防
に
は
冷
え
た
ペ
ッ
ト 

ボ
ト
ル
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

今
年
も
暑
い
夏
を
迎
え
そ
う
で

す
。
夏
に
向
か
っ
て
熱
中
症
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

ク
レ
イ
グ
・
ヘ
ラ
ー
教
授
は
、
熱

中
症
の
治
療
に
効
果
的
な
特
殊
な

冷
却
手
袋
を
発
明
し
ま
し
た
。
こ

の
手
袋
に
手
を
入
れ
て
軽
い
陰
圧

を
か
け
る
と
、
手
の
平
の
動
脈
と

静
脈
を
つ
な
げ
て
い
る
動
静
脈 
吻 ふん

 
合 
と
呼
ば
れ
る
細
い
血
管
が
拡
張

ご
うし

ま
す
。
拡
張
し
た
血
管
に
流
れ

る
血
液
を
手
の
平
を
通
し
て
冷
水

で
冷
や
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の

頸
部
、 
腋  
窩 
、
そ
け
い
部
を
冷
却

え
き 

か

す
る
方
法
よ
り
効
果
的
に
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

実
際
に
は　

℃
の
部
屋
で
ト
レ

４０

ッ
ド
ミ
ル
歩
行
を
行
い
、
食
道
温

が　

・
２
℃
に
な
っ
た
ら
①
安
静

３９
に
す
る
②
頸
部
、
腋
窩
、
そ
け
い

部
を
冷
却
す
る
③
冷
却
手
袋
で
手

の
平
を
冷
却
す
る
の
３
通
り
の
方

法
を
比
較
し
ま
し
た
。
安
静
で
の

体
温
降
下
は　

分
間
で
０
・　

１０

０４

℃
、
頸
部
等
の
冷
却
で
は
０
・　
１７

℃
、
手
の
平
冷
却
手
袋
だ
と
０
・

３
℃
と
い
う
結
果
を
報
告
し
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
冷
却
手
袋
の
な
い
私
た

ち
は
実
際
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

で
私
た
ち
に
も
で
き
る
効
果
的
な

方
法
を
考
案
・
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
自
動
販
売
機
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
（
５
℃
）
が
す
こ
し
あ
た
た

ま
っ
た
く
ら
い
（　

℃
）
の
も
の

１５

を
持
っ
て
歩
く
と　

分
く
ら
い
冷

１５

却
効
果
が
続
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持

っ
て
歩
く
と
、
上
半
身
の
運
動
を

し
な
が
ら
歩
く
効
果
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
夏
は
冷
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
持
っ
て
歩
く
人
が
増
え
そ
う

で
す
ね
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　

川
内　

基
裕

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子

 　

７
月
期
分
＝
５
～
６
月
分

■
振
込
日
７
月　

日
（
金
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

い
場
合
▽
氏
名
、
住
所
、
口
座
を

変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合 

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

食
品
リ
サ
イ
ク
ル 
堆 
肥
で
育
て

た
い

た
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
て
、
資

源
循
環
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
６
日（
月
）、
８
日（
水
）、

　

日
（
月
）
い
ず
れ
も
午
前　

時

１３

１０

～　

時
、
午
後
３
時
～
４
時 

東

１１
京
学
芸
大
学
環
境
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
内
実
験 
圃 
場 

各
回
６
組

ほ

（
申
込
順
） 

７
月
２
日
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課

清
掃
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階

☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ

０４２

３８７

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

問

親
子
で
体
験
資
源
循
環
教
室

時

所

定

申

  　

気
管
支
ぜ
ん
息
等
の
方
へ
医
療

費
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

都
内
に
１
年
（
３
歳
未
満
は
６

か
月
）
以
上
在
住
の　

歳
未
満
で

１８

ぜ
ん
息
等
に 
罹 
患
し
て
い
る
な

り

ど
、
要
件
を
満
た
す
方 

健
康
課

  

８
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
か

ら 

保
健
セ
ン
タ
ー 

お
お
む
ね

　

～　

週
の
妊
婦
の
方 
　

人

１６

２７

２０

（
申
込
順
） 

７
月
か
ら
個
別
健

診
を
始
め
ま
す 

７
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

８
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

２０

４５

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

４５

７
か
月
児
の
保
護
者 

９
人
（
申

込
順
）

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

８
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時　
３０

健
康
ガ
イ

健
康
ガ
イ
ドド

◆
健
康
課
健
康
係

（
☎　

儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

健康課（保健センター）
〒184−0015　　　
貫井北町５−18−18

大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制

大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度度

対

問

妊
婦
歯
科
健
診

時
所

対

定

他
申

離
乳
食
教
室

時

対

定

時

分
～
２
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

４５

　

か
月
児
の
保
護
者 

９
人
（
申

１１込
順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義 

母
子
同
室
で
す 

７
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

８
月
６
日
、　

日
、　

日
い
ず

２０

２７

れ
も
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受

け
付
け
は
９
時　

分
ま
で
） 

保

１５

健
セ
ン
タ
ー 

歯
磨
き
練
習
、
栄

養
講
話
な
ど
※
む
し
歯
予
防
教
室

対

定

所

内

他

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

受
講
後
、
希
望
者
は
引
き
続
き
歯

科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す 

平
成　

年
１
月
生
ま
れ
（
２

３０

歳
６
か
月
）
～
令
和
元
年
７
月
生

ま
れ
（
１
歳
）
の
子
ど
も
※
転
入

等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い
る
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い 

各
日

　

人（
申
込
順
） 

７
月
１
日
か

１２ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

７
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
～

１５

４
時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー
■
担

１５

当
医
田
中
（
康
） 

要
予
約
（
当

日
も
可
） 

健
康
課

対

定

申

歯
科
健
康
相
談

時

所

他

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
基
本
で
あ
る
身
体
的
距

離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
や
、
３
密
（
密
集
・
密

接
・
密
閉
）
を
避
け
る
等
の

「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
け

る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン

ト【
暑
さ
を
避
け
る
】

▽
エ
ア
コ
ン
を
利
用
す
る

▽
感
染
症
予
防
の
た
め
、
換
気

を
す
る

▽
暑
い
日

や
時
間
帯

は
無
理
を

し
な
い

▽
涼
し
い

服
装
に
す
る

▽
急
に
暑
く
な
っ
た
日
等
は
特

に
注
意
す
る

【
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
す
】

▽
気
温
・
湿
度
の
高
い
中
で
の

マ
ス
ク
着
用
は
要
注
意

▽
屋
外
で
人
と
の
距
離
（
２
メ

ー
ト
ル
以
上
）
を
確
保
で
き
る

場
合
に
は
、
マ
ス
ク
を
は
ず
す

▽
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時

は
、
負
荷

の
か
か
る

作
業
や
運

動
を
避

け
、
周
囲

の
人
と
の

距
離
を
十

分
に
と
っ
た
う
え
で
、
適
宜
マ

ス
ク
を
は
ず
し
て
休
憩
を

【
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す

る
】

▽
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給

▽
１
日
あ
た
り
１
・
２
リ
ッ
ト

ル
を
目
安

に▽
大
量
に

汗
を
か
い

た
時
は
塩

分
も
忘
れ

ず
に

【
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
す

る
】

▽
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク

▽
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時

は
、
無
理
せ
ず
自
宅
で
静
養

【
暑
さ
に
備
え
た
体
力
作
り
】

▽
暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か
ら

適
度
に
運
動
を

▽
水
分
補
給
は
忘
れ
ず
に
、
無

理
の
な
い
範
囲
で

▽
「
や
や
暑
い
環
境
」
か
つ

「
や
や
き
つ
い
」
と
感
じ
る
強

度
で
毎
日　

分
程
度

３０

※
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い

者
の
方
々
は
、
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
の

で
十
分
に

注
意
し
ま

し
ょ
う
。

３
密
を
避

け
つ
つ
、

周
囲
の
方

か
ら
も
積
極
的
な
声
か
け
を
お

願
い
し
ま
す

 

健
康
課

問

熱
中
症
に
ご
注
意

熱
中
症
に
ご
注
意
をを

　地域の皆さんに市内の認可保育施設を開放し、
園児や保育士との交流を通じ、子育てのお手伝い
をします。
　なお、雨天の場合の対応等、詳しくは直接各保育
施設にお問い合わせください。
 各保育施設問

みんなであそぼうほいくえん

開放日施設名
水、午前９時３０分〜１１時（７・８
月は除く）

ひなぎく
（☎０４２２−５５−４４１７）

７月２５日（土）、午前１０時〜１０時
４５分※

ひまわり
（☎０４２−３８３−２７８８）

水、午 前１０時３０分 〜１１時３０分（８
月は除く） 未就園児※対

小金井けやきの森認
定こども園
（☎０４２−４０１−１６３８）

月〜金、午前１０時１５分〜１１時３０分
 ０〜２歳児対

また明日
（☎０４２−３８６−８２８０）

■園庭開放（７月〜９月。祝日を除く）
※要事前申込（申込順）。原則保護者同伴

　

登
録
を
希
望
す
る
方
に
、
流
れ

や
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１８

１０

　

時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー 

依

１１

３０

頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則
生

後　

日
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
同

５７
居
し
て
い
る
方
▽
協
力
会
員
＝
援

助
活
動
に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上

２０

の
方
（
協
力
会
員
講
習
会
へ
の
参

加
が
必
要
で

す
） 

７
月

４
日
か
ら
、

電
話
で
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ

時

所

対

申
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
説
明

会
員
説
明
会会



市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 2・7・1 10

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

　このたび、ＧＰＳ端末を入れられる有償の靴
（税込８,５８０円）を購入することができる業者と
新たに契約を締結しました。
　それにより、常時バッグなどを持ち歩く習慣
がない高齢者に、ＧＰＳ端末を持って外出して
いただけます。ぜひ、ご利用ください。
 自己負担あり
 電話または直接、介護福祉課高齢福祉係（市
役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−９８４３）へ

￥
申

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員

（
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）制
度
は
、

市
が
実
施
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全

般
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情

等
に
、
公
正
な
第
三
者
的
機
関
で

あ
る
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
調
査

し
解
決
に
あ
た
る
制
度
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
苦
情
等
に
理
由

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

市
長
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
を
勧
告
し
た
り
、
制
度
を
改

め
る
よ
う
意
見
表
明
し
ま
す
。

【
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

　

次
の
方
で
す
】

▽
坂
井
愛
さ
ん
（
弁
護
士
）

▽
藤
田
太
郎
さ
ん
（
弁
護
士
）

【
寄
せ
ら
れ
た

　

苦
情
相
談
等
は
８
件
】

　

令
和
元
年
度
中
に
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
が
対
応
し
た
苦
情
相
談
等

は
、
面
接
に
よ
る
も
の
が
８
件
、

電
話
に
よ
る
も
の
が
０
件
で
し

た
。

　

そ
の
内
容
は
、
介
護
保
険
１

件
、
障
害
者
総
合
支
援
法
３
件
、

児
童
福
祉
１
件
、
生
活
保
護
３
件

で
し
た
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

等
の
内
容
を
丁
寧
に
聴
く
と
い
う

姿
勢
で
の
対
応
を
心
掛
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
例
に
応
じ
て
申
立
人
へ

の
説
明
や
助
言
、
市
の
担
当
部
門

等
へ
の
照
会
等
を
行
い
、
苦
情
の

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
苦
情
申
し
立
て
の
方
法
】

　

事
務
局
に
事
前
に
苦
情
相
談
の

予
約
を
し
、
水
曜
日
の
午
後
１
時

〜
５
時
に
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

直
接
面
談
し
て
、
苦
情
等
を
お
聴

き
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
情
相
談
等
の
予
約
は

水
曜
日
以
外
で
も
電
話
等
で
事
務

局
職
員
が
受
け
付
け
、
日
程
を
調

整
し
ま
す
。

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員

事
務
局
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階
☎

 

＝　

儿　

儿
１
２
２
５
）

０４２

３８３

問FAX

　

市
で
は
、
認
知
症
の
方
の
家

族
向
け
に
、
左
記
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
の
金
額
な
ど
、
内

容
を
ご
確
認
の
う
え
、
申
し
込

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
見
守
り
シ
ー
ル
事
業

と
G
P
S
端
末
貸
与
事
業
に
つ

い
て
は
、
二
つ
の
事
業
に
同
時

に
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

 

電
話
ま
た
は
直
接
、
介
護
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
（
市
役
所
第

二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

４
３
）
へ

申

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す

GPS端末貸与（徘徊高齢者家族支援
サービス事業）・保険付帯

GPS端末貸与（徘徊高齢者家族支援
サービス事業）・警備員派遣見守りシール事業事業名

ホームネット株式会社セコム株式会社一般社団法人セーフティネットリンケージ実施業者

　高齢者が発信機（ＧＰＳ端末）を携帯し、居場所が不明である時に、家族介護者が委
託事業者に高齢者の位置を問い合わせ、保護を図ります。

　高齢者の衣服、持ち物等にシールを 貼 
は

り付け、行方不明になった高齢者の発見
者がシールの情報により、家族等に直接
連絡できることで、身元確認および保護
を図ります。

内容

渇課税世帯　　初期費用＝７７０円
年間費用＝３,９６０円

渇非課税世帯　初期費用＝２３０円
年間費用＝１,０８０円

※いずれも月ごとの支払いになります

渇課税世帯　　初期費用＝７５０円
年間費用＝４,６８０円

渇非課税世帯　初期費用＝２２０円
年間費用＝１,３２０円

※いずれも月ごとの支払いになります

３,６００円（年間）
（生活保護受給者は無料）
※年の途中で解約しても返金はありませ
ん

自己負担額

　端末の入る靴を購入し利用していただけま
す。
　また、徘徊高齢者本人が起こした事故につ
いて、３億円まで補償する保険が付帯されて
います。
　家族介護者の事前の登録により、決めた範
囲（自宅を中心に半径５ｋｍ以内等）から出
た場合、家族介護者に通知することができま
す。また、事前に指定した曜日・時間に位置
をメールで通知することもできます。

　現地に警備員を派遣して、保護を図り
ます。

　「みまもりあいアプリ」をダウンロード
（下記ＱＲコード参照）することで、行
方不明が発生した際に、同アプリ上で、
周囲のアプリをダウンロードしている方
に捜索を依頼することが可能です。
※令和２年３
月現在市内ダ
ウンロード数
＝約４,０００件

特長

　フレイルとは、要介護状態となるリスクが高くなった状態です。
　自分や家族などにフレイルの心配がある場合には、近くの地域包括支援センタ
ーにご相談ください。
 予防に関する情報は市ホームページにも掲載しています
 各地域包括支援センター、介護福祉課包括支援係（☎０４２−３８７−９８４５）
他
問

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

 

　屋外では、人との距離を取り、
できるだけマスク着用のうえ、ウ
ォーキングなどで体を動かしまし
ょう。
　屋内では、体操や筋力トレーニ
ングをしてみましょう。

運　　　動 ※渇市ホームページでも体操等を
ご覧いただけます。体操等が難し
い方は、こまめに立ったり歩いた
りし、座っている時間を少なくす
るよう意識してみましょう渇２週
間動かない状態が続くと、７年分
の筋肉量が失われるともいわれて
います
 

　３食しっかり取り、主食（ご
飯、パン等）・主菜（肉、魚、卵
等）・副菜（野菜、きのこ等）をそ
ろえて食べ、バランスの良い食事
を心掛けましょう。

栄　　　養

　また、高齢者は筋肉などのもと
となるたんぱく質が不足しがちな
ので、牛乳、納豆、ヨーグルトな
どで手軽にたんぱく質を摂取しま
しょう。

 

　電話や手紙、電子メール等を利
用して交流を持つよう心掛けまし
ょう。

人とのつながり 
 （社会参加）
口の健康（口腔）

　また、人と会わず話す機会が少
なくなると、言葉が出にくくなる
ことがあります。生活の中で、本
や新聞を声に出して読む、数を数
えながら体操する、パタカラ体操
（※）や早口言葉を行うなど意識
的に声を出すようにしましょう。
※パタカラ体操の一例＝「パパパ
パパ、タタタタタ…」とそれぞれ
５文字３回繰り返し発声します。
その後「パタカラ、パタカラ…」
と１０回程度発声します

外出自粛に伴う
介護（フレイル）予防
予防で大切なことは、運動・栄養・人と
のつながり・口の健康（口腔）

令
和
元
年
度

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整

委
員
制
度
の
運
営
状
況

新たな委託事業者新たな委託事業者とと
徘徊高齢者家族支徘徊高齢者家族支援援
サービス事業サービス事業をを

実施しま　　　　実施しますす
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掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

 

●エコクラフト−わらの釜敷き　 
７月１日〜２９日の毎週水曜日午前１０
時〜１１時３０分、午後１時〜２時３０分
 環境楽習館 各回３人 ５００円
（材料費等） 電話でNPOこがねい
環境ネットワーク（☎０８０−４０９１−
８２５０）へ
●「遺言と相続」無料相談会　 ７
月１０日（金）午前９時２０分〜１１時２０
分 小金井　宮地楽器ホール練習室
２・３ 遺言・相続・遺産分割協議
等 電話で遺言と相続をサポートす
る行政書士の会・千葉（☎０４２−３０１
−００６４）へ
●小金井史談会歴史見学写真展　 
７月１０日（金）〜１３日（月）午前１０
時〜午後５時（１３日は３時まで） 
小金井　宮地楽器ホールマルチパー
パススペース 同会・塚田（☎０８０
−１３６８−０６３０）

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座
時

所 定 ￥
申

時

所
内

申

時

所

問

●ママのコミュ力アップ（親業）講
座体験会　 ７月１１日（土）午後１
時１５分〜２時４５分 上之原会館 子
どもの考える力・自己肯定感を育
み、自立を援助する。ガミガミ子育
てをニコニコ子育てに変えるコミュ
力 ８人（申込順） １,０００円 ７月
１日から、電話で竹澤（☎０９０−１４５１
−８４３５）へ
●第８回小金井こども囲碁大会　 
７月１８日（土）午前１０時〜午後２時
 公民館東分館 小・中学生 ３０人
（申込順） 無料 組分けは有段者、
級位者、初心者 ７月１日〜１１日
に、電話またはファクスで小金井囲
碁連盟・滝川（☎ ＝０４２−３８５−
４５５６）へ
●ラミィキューブ練習会　 ７月１８
日（土）午後１時〜１０時（入退場自
由） 小金井　宮地楽器ホール 脳
トレにもなるボードゲームの練習 
小学校３年生以上 ５００円 予約優

時
所 内

定 ￥ 申

時

所 対 定
￥ 他

申

FAX

時

所 内
対

￥ 他

先。当日来場可 電話、Ｅメールま
たはＳＭＳでラミィキューブの会・
井口（☎０９０−７６３２−３２６０ tableg 
ames@buckeye.co.jp）へ
●認知症講座−社会資源を活用しよ
う　 ７月１８日（土）午後１時３０分
〜３時 聖ヨハネ会本館戸塚ホール
（桜町１−３−２２） 桜町病院職員
ほか ２０人（当日先着順） マスク
必須 同病院認知症疾患医療センタ
ー（☎０４２−３８３−４１１４＝月曜〜金曜
日午前９時〜午後４時）
●小金井リサイクルフリーマーケッ
ト出店募集　 ７月２４日（祝）午前
８時３０分〜午後３時 都立小金井公
園いこいの広場 １００人（申込順） 
ホームページ参照のうえ、７月１日
から、リサイクル推進友の会（☎０３
−３４１２−６８５７＝月曜〜金曜日午前１０
時〜午後４時 http://www.frma. 
jp/）へ
●夏休み木工チャレンジ２０２０　木工
キットで自由に制作した作品のコン
テスト。小金井　宮地楽器ホールで

申

糸

時
所

講
定 他
問

時
所

定 申

HP

eevveenntt

催
し

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

   

８
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

鈴

木
玄
洋
さ
ん
（
都
立
高
校
教
諭
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 
　

人
（
申
込
順
） 

保
育
あ
り

１０
（
お
お
む
ね
２
歳
以
上
。
５
人
。

要
事
前
申
込
） 

７
月
１
日
か
ら
、

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
公
民
館

貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿
３
４

０４２

３８５

０
１ 

k0
2
0
4
1
5
@
b
z0
4
.p
lal

a.o
r.jp

）
へ

  

８
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
～

５
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

プ

ロ
の
講
師
に
よ
る
マ
ン
ガ
の
基
礎

講
座 

柚
木
元
さ
ん
（
東
京
工
学

院
専
門
学
校
講
師
） 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
～　
２５

歳
く
ら
い
の
方 

８
人
（
申
込

順
） 

７
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
公
民
館
貫
井
北

分
館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１ 

０４２

３８５

k0
2
0
4
1
5
@
b
z0
4
.p
lala.o

r.j

p

）
へ

  

８
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
～

４
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

５

学
び
・
く
ら
し

男
女
共
同
参
画
講
座

高
校
の
先
生
と
一
緒
に
観
て

考
え
る
人
権
講
座

「
シ
ェ
ア
し
て
み
た
ら
わ
か

っ
た
こ
と
」

時

所

講

対定

他

申

糸

青
少
年
教
育
事
業

は
じ
め
て
の

マ
ン
ガ
イ
ラ
ス
ト
講
座

時

所

内

講

対

定

申

糸

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

ぬ
く
き
た

in時

所

内

分
間
で
お
薦
め
の
本
を
紹
介
す
る

書
評
ゲ
ー
ム
■
テ
ー
マ
ス
マ
イ
ル

 

小
学
生
以
上 

発
表
者
＝
８
人

（
申
込
順
）、
観
覧
者
＝　

人
（
当

３０

日
先
着
順
） 

発
表
者
は
申
込
時

に
紹
介
す
る
本
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
※
図
書
館
未
所
蔵
本
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い 

７
月
１
日
か

ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
図
書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
５
６
１

n
u
ku
ikita-

３８５

lib
@
kcd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ

   

９
月
３
日
～　

月　

日
の
毎
週

１０

２２

木
曜
日
午
前　

時　

分
～　

時　

１０

３０

１１

３０

分
（
全
８
回
） 

総
合
体
育
館 

リ
ズ
ム
体
操
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど

 

令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
２
歳

以
上
の
未
就
学
児
（
２
人
ま
で
）

と
市
内
在
住
・
在
勤
の
保
護
者 

　

組
（
多
数
抽
選
） 

千　

円

２５

６００

（
８
回
分
） 

７
月　

日
（
必
着
）

２８

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

対

定
他

申
糸

ス

ポ

ー

ツ

親
子
体
操
教
室

時

所

内

対

定

￥

申

親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
子

ど
も
の
生
年
月
日
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
N
P

O
法
人
黄
金
井
倶
楽
部
「
親
子
体

操
教
室
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
５

１８４

桜
町
２
儿
２
儿　

上
水
公
園
運
動

３１

施
設
管
理
棟
内
☎　

儿　

儿
２
２

０４２

４０６

８
０
）
へ

   

９
月　

日（
土
）、　

日（
日
） 

２６

２７

総
合
学
院
テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体

育
館
（
前
原
町
５
儿
１
儿　

） 
２９

利
用
方
法
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

７
月
１

日
午
後
１
時
か
ら
（
申
込
順
） 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

総
合
学
院

テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体
育
館

９
月
の
開
放
日

時

所他

申

問

展覧会、表彰式も開催 小学生以下
 ５００人 ＨＰ申込＝７００円、キット
販売所申込＝５００円 ＨＰ参照 同実
行委員会・飯田（㈱タカキホーム内
☎０４２−３８７−５５５５ https:// 
mokkocha.com/）へ
 

●第４５回法人化記念婦人子供卓球大
会　 ８月２３日（日）午前９時〜午
後６時 第一中学校体育館 市内在
住・在学の小・中学生（シングル
ス） 無料 婦人ダブルスは中止 
７月３１日までに、ファクスまたはＥ
メールで住所・氏名を市卓球連盟・
小島（☎ ＝０４２２−８８−７２１３ kao 
ru_k@jcom.home.ne.jp）へ

対
定 ￥

申 問

HP

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ

時
所 対

￥ 他 申

FAX 糸

広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
枠

情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト
このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。

（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

　６月３０日に、市の歴史や
文化財等を紹介する展示施
設を武蔵小金井シティクロ
スに開設しました。開設記
念に本町六丁目遺跡で出土
した資料を公開していま
す。
 施設の営業時間内
 SOCOLA武蔵小金井クロス４階（本町６−２−３０）
 生涯学習課文化財係（☎０４２−３８７−９８７９）

時
所
問

武蔵小金井まちかど歴武蔵小金井まちかど歴史史
ミュージアムミュージアムがが
オープンしていまオープンしていますす
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

　新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のため、１０月に小金井
宮地楽器ホールで開催を予定して
いたこがねい市民文化祭は、開催
を中止します。
 コミュニティ文化課（☎０４２−
３８７−９９２３）
問

※農業者名は敬称略

販売場所農業者名番号地区
東　町１−４３−１８竹内政子虚

東　

部

　〃　２−１０井上鋹明許

　〃　２−１２−５阪本吉五郎距

　〃　３−３−２島田安雄鋸

　〃　３−１７島田フサ漁

　〃　３−１９−７高橋哲夫禦

梶野町１−５−６野口雪江魚

梶
野
町

　〃　１−５−３５千本木勘治亨

　〃　１−５−３５千本木勘欽享

　〃　２−１４土屋正子京

　〃　３−２−２船田正供

　〃　３−３保谷福寿侠

　〃　４−１３−３１宮崎茂僑

関野町１−６−５荒畑清兇

関
野
町

　〃　１−９−４島田重行競

　〃　１−１０−４大堀耕平共

　〃　１−１１−６庭田雅一凶

　〃　２−３−１３高橋金一協

販売場所農業者名番号地区
緑　町１−４−２８鴨下公夫匡

緑　

町

　〃　１−６−３９鴨下幸男卿

中　町２−２２鴨下正男叫

緑　町２−１１−１９鴨下輝秋喬

　〃　３−１−２７小山茂境

　〃　４−１８−２０小山定男峡

　〃　５−９大久保哲郎強

中　町１−５鴨下雅一彊

中
山
谷

　〃　１−９−３０渡辺勇怯

　〃　２−１０−１４鴨下常次恐

　〃　２−１５−４０渡辺正明恭

前原町３−２６鈴木功挟
前
原
町

　〃　４−１８田中智恵子教

　〃　４−２２−１１鴨下重雄橋

本　町４−１２−１５鴨下永孝況
本　

町
　〃　５−２５−２４鴨下佳子狂

　〃　５−３８−６中川徳三郎狭

販売場所農業者名番号地区
桜　町１−４−１９鴨下隆次矯

桜　

町
関野町２−５横山喜和胸

緑　町３−９横山義衛脅

貫井北町１−１０高杉賢一興

坂
上
南

　　〃　　１−２４水村敏行蕎

　　〃　　５−１３−３１岸野静夫郷

　　〃　　３−３０本橋隆鏡

坂
上
北

　　〃　　３−３２高橋俊章響

　　〃　　３−３９鈴木盛雄饗

　　〃　　３−４０高橋博驚

　　〃　　３−４０本橋登仰

貫井南町１−１８−１８鈴木喜幸凝貫
井

坂
下 　　〃　　２−１−５大澤利雄尭

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

○
月
○
日（
日
）
○
月
○
日（
○
）

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

７
月
５
日（
日
）
７
月　

日（
日
）

１２

小
金
井
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニッ
ク

本町5―15―9
栄ハイツエクシード2階
☎042―401―2938

内

銀行

けやき通り

小
金
井
街
道

貫井北センター

貫井北町1―24―15
☎042―316―1735

武蔵小金井駅

上の原
公園
上の原
公園新

小
金
井
街
道 北口

上の原通り循
環
器
内
科
ク
リ
ニッ
ク
ひ
ら
お
か

内

循
内

か
わ
べ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

緑町2―2―1
エスポワール小金井1－東号室 
☎042―401―1860

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

内
消
内
小

共
立
診
療
所

内
小
外

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

本町5―10―17
高杉ビル1F
☎042―380―8087

西
野
耳
鼻
咽
喉
科
耳
ア

印章店

北口

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

前原町3―35―18
☎042―384―2189

武蔵小金井駅

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

梶 

尾 

眼 

科

眼
南口 小

金
井
街
道

連雀通り

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート203B
☎042―387―1603

は
ぎ
ク
リ
ニッ
ク

内
外

梶野町4―11―13
☎0422ー53―5666

く
ろ
だ
内
科
医
院

循
内

消
小

東小金井駅
北口

三小 梶野町
交差点

コンビニエ
ンスストア

至梶野橋

梶
野
通
り

い
こ
ま
歯
科
医
院
南
口
診
療
所 貫井南町5―14―21

☎042―384―0030

東京経済
大学

貫井南町
五丁目

スーパー

西の久保通り

貫井北町3―5―23
☎042―383―1228

吉
澤
歯
科
医
院

学
芸
大
学

交
差
点

学
芸
大

本
町
住
宅公務員

住宅

中大附属高
新
小
金
井
街
道

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
　　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

 
サエラ薬局武蔵小金井店
（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A

☎042－316－1840

 
グリーンベル薬局

（ ）本町5－11－7
☎042－386－8522

 
柴崎薬局

（ ）本町5－38－32－102
☎042－381－2655

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

　農産物庭先販売は、市内の農家が地元で育てた新鮮
でおいしい農産物を通じて、地域農業への理解と市内
農業の振興発展のために、市農業振興連合会が実施し
ています。
　小金井産の農産物
を、ぜひ、ご賞味く
ださい。
※時期により庭先販
売を行っていない販
売所もあります
 農業委員会事務局
（☎０４２−３８７−９８８２）
問
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市内農産市内農産物物

庭庭 先先 販販 売売庭 先 販庭 先 販 売売

市民の芸術の祭市民の芸術の祭典典
第8回秋のこがね第8回秋のこがねいい
市民文化祭中止市民文化祭中止のの
お知らお知らせせ

手話通訳者を設置しています

%
%

%
%
%
%
%

　手話通訳者を、原則毎週月曜
日の午前９時〜午後１時、木曜
日の午後１時〜５時に設置して
います。
　祝日の場合は振り替えとなる

ことがあります。
  自立生活支援課（市役所第
二庁舎２階☎０４２−３８７−９８４８・
☎０４２−３８７−９８４１ ０４２−３８４−
２５２４）

所問

FAX


